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要旨 

 本研究は、筆者が１９８３年に実施した２年生における「鉄棒を使っての運動」の指導実践を今日的視点

から（とりわけ２０１７年告示の指導要領を踏まえて）検証し、今後の「鉄棒を使った運動あそび」の有効

な指導方法の一つとして、提示することをその目的とする。 

 はじめに、実践の概要と指導の実際について記し、その後、いくつかの今日的な視点を確認し、それらの

視点から本実践の検証・評価を行った上で、学校教育の現場における指導法として有効性を探っていきたい。 

 

１ 「どうぶつのえだあそび」（鉄棒を使っての運動）の指導実践の概要 

 筆者は、１９８６年堺市立日置荘西小学校において、２年生（児童数４１名）の担任となった。教師にな

って７年目、初めての２年生担任であった。今回、取り上げるのは今から３６年前に行った「どうぶつのえ

だあそび」の実践である。 

 

 以下、実践の概要について記す。 

（１）本単元実施の時期 

 本単元は、６月及び９月に実施したものであるが、指導記録が残っていないため、実施期間の具体的な日

時が不明である。しかし、９月に行った指導案（資料１）は残っており、その記述から、６月および９月に

実施したことが分かる。（資料１-５・６・１１） 

 

（２）他教材との組み合わせで授業を構成 

 当時の学習指導要領においては、２年の「鉄棒を使っての運動」は、「基本の運動」の中の「固定施設や器

械・器具を使っての運動」に位置付けられおり、勤務校において「鉄棒をつかっての運動」に配当された時

間数は、年間約３時間（４５分×３）であった。（資料 １-５・１-１１）ちなみに、当時は週６日制（土曜

日も授業）であり、体育指導時間は週に３時間であった。（１９９８年改定時には、週 2.6 時間となったが、

２００８年には再び週３時間となり現在に至っている） 

鉄棒運動を長時間続けて行うことは、児童の体力面で無理がある上に、動きができるようになるためには、

粘り強く取り組むことが必要とされる。さらに、好き嫌いが激しい運動のひとつであり、４５分間を鉄棒運

動に集中させることは、児童の発達段階からみて難しい面があることから、他教材と組み合わせて、授業を

構成した。（資料１-３・６・７） 

すなわち、鉄棒運動に充てる時間を１回当たり１５分程度と短くし、その分、６月と９月で１２回行い、

回数を多くするようにした。このような帯時間を設定することにより、１回当たりの児童の負担を減らすと

ともに、粘り強く自身の課題に取り組めるようにした。 

 

（３）授業と休憩時間等との連動 
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 年間３時間という短い期間で、鉄棒運動における「体の基本的な動きを身につけ、各種の運動の基礎とな

る動きができるようにする」（１９７７年告示 学習指導要領）ことは容易ではない。基本的かつ多様な動き

を経験させ、運動の楽しみを得させるためには、授業以外の休憩時間等で鉄棒に触れる機会を多く持たせる

必要があった。 

そのため、体育科の授業においては、休憩時間において個々の児童が生み出した（発明した“あそび”）の

紹介や動きのポイントについて紹介し合うことに重点を置いた単元を構成した。 

 

（４）環境の整備 

 堺市立日置荘小学校は、当時、開学４年目の新しい学校であり、敷地も広く、教室から鉄棒までは１００

ｍ以上もあった。短い休憩時間に鉄棒あそびができる環境ではなかったことから、移動式低鉄棒を購入して、

校舎の中庭に設置し、鉄棒に触れる機会を多くした。 

 

（５）「鉄棒運動」から「どうぶつのえだあそび」 

 学習指導要領には「鉄棒を使った運動」とされていたが、まだアニミズム的な要素を有する低学年の児童

の発達段階を考慮して、「どうぶつののえだあそび」という主題を設けた。子どもたちの多くは、動物が大好

きである。その動物になり切ることによって、「動きのイメージ」を持たせやすくしたり、「動きのバリエー

ション」を増やしたり、「よりよい動き」をめざしたりできるようにと考えた。 

その際、「どんなどうぶつになって」あそぶかはグループ（４～５人）で決めさせ（グループ課題）、個々

の動きは個人で考えさせた（個人課題）。 

 

（６）運動の要素を提示 

２年時における鉄棒運動の要素を「ぶらさがりっこ」「まわりっこ」「おりっこ」に分けることにより、あ

そびの視点を与え、動きの多様化と焦点化を図った。その際、運動課題として考えられることを予め想定し

て、授業に臨んだ。（資料１-９） 

 

（７）「動き・あそび」にネーミング 

 ネーミングを行わせることにより、「動き」のイメージ化を行い、発明した“あそび”に親近感と共通認識

を持たせるとともに、新たな動きを付け加えるなど、個々の発想を生かした創造性のある動きができやすく

なるよう工夫した。 

 

（８）一覧表の活用 

 発明した児童名と“あそび”の名前を一覧にし、発明した児童ができたかどうかを判断・チェックし、で

きていれば「てつぼうシール」を貼ることができる一覧表を作り、意欲づけを行い、それぞれに課題意識を

持たせた。（資料２） 

 

２ 指導結果の概要 

（１）発明した“技・あそび”とできるようになった数 

以上のような指導方法を用いた結果が、資料２であり、これを分かりやすくするために、今回、一覧にし

たのが資料３である。 
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児童が発明した“あそび”は、６８種類におよび、児童一人当たりの発明平均は２となった。発明した児

童から「できた」と認められた“あそび”の総数は、７４６であり、一人当たりに換算すると１８である。

（資料３-３） 

 全く発明していない児童は、４１名中１３名いたが、その内３名を除いては、他の児童が発明した“あそ

び”ができることに挑戦した。すなわち、できるようになった数が２０以上になった児童が４名、１０以上

２０未満の児童が６名いた。できた数が１０未満だった児童は３名であり、この内２名（児童３６・３７）

への支援・指導の必要性については、当時の指導案の指導上の留意点にも名前を挙げて支援をするよう述べ

ていた。（資料１-３） 

２人は、共に肥満傾向を持つ児童であり、鉄棒運動にはかなりの抵抗があったが、４つのあそびができて

いる。残る１人（児童１９）も７つできている。 

 

（２）発明した“あそび”の実際 

 個々の児童の能力や実態に合った“あそび”が発明され、それへの挑戦がなされた。その結果、鉄棒運動

を不得手とする児童も得意とする児童も、それぞれユニークな動きを創り出した。さらに、かなり高度な技

能と力を要する動きをする児童も出てきた。これらの個々の動きは、ビデオに収めているが、ここでは、そ

のいくつかを下記に示したい。 

ぶらさがりっこ （資料５-１・２） 

・ブラブラコブラ ・さかさまかめ ・こうもりゆりかご ・ブランコすわり  

あがりっこ （資料５-３） 

・エックスゆびさる上がり ・さるすわり上がり  

まわりっこ （資料５-４～８） 

・さるの力まわり ・きんにくまえまわり ・つばめうしろまわり ・へびまわり 

・さるすわりまえまわり 

おりっこ （資料５-８～１１） 

・さるすわりまわりおり ・手つきローリングひこう ・こうもりの木おり ・ローリングひこう  

 

３ 今日的視点について（２０１７年（平成２９年）告示の小学校学習指導要領解説体育編を中心に） 

 はじめに、今回の改定の要旨等（特に体育科の授業改善に関して）について確認し、その視点から本実践

「どうぶつのえだあそび」の指導を検証・評価したい。 

 

（１）指導要領等が、「学びの地図」としての役割を果たすことができるようにと中央審議会から示された６

点は下記の通りである。（小学校指導要領（平成２９年告示）解説 体育編Ｐ２…以降体育編Ｐと表す） 

 ①「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力） 

 ②「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と、教科等間・学校段階のつながりを踏まえた教育課程の編成） 

 ③「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実施、学習・指導の改善・充実） 

 ④「子供一人一人の発達をどのように支援するか」（子供の発達を踏まえた指導） 

 ⑤「何を身に付いたか」（学習の評価） 

 ⑥「実施するために何が必要か」（学習指導要領の理念を実現するために必要な方策） 
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（２）体育科改定の要点のうち、「エ 指導計画の作成と内容の取扱いの改善は以下の通りである。（体育編

Ｐ７～Ｐ１６）（以下、朱書きは筆者） 

 ㋐カリキュラム・マネジメントの実現 

 ㋑主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

 ㋒低学年における他教科等や幼稚園教育との関連 

 ㋓障害のある児童などについての指導方法の工夫 

 

（３）上記㋑については、「次の視点等を踏まえて授業改善を行うことにより、体育科で求められる資質・能

力を育んだり、体育や保健の見方・考え方を更に豊かなものにしたりすることにつなげることが大切である。」

として、下記の３点等が記されている。（体育編Ｐ１５） 

 ・運動の楽しさや健康の意義等に気付き、運動や健康についての興味や関心を高め、課題の解決に向けて

自ら粘り強く取り組み、考察するとともに学習を振り返り、課題を修正したり新たな課題を設定したり

するなどの主体的な学びを促すこと。 

 ・運動や健康についての課題の解決に向けて、児童が他者（書物等を含む）との対話を通して、自己の思

考を広げたり深めたりするなどの対話的な学びを促すこと。 

 ・それらの学びの過程を通して、自己の運動や健康についての課題を見つけ、解決に向けて試行錯誤を重

ねながら、思考を深め、よりよく解決するなどの深い学びをうながすこと。 

  なお、これら三つの学びの過程をそれぞれ独立して取り上げるのではなく、相互に関連を図り、体育科

で求められる学びを一層充実することが重要である。また、これら三つの学びの過程は、順序性や階層性を

示すものでないことに留意することが大切である。 

  また、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の推進については、指導方法を工夫して必要

な知識及び技能の習得を図りながら、子供たちの思考を深めるために発言を促したり、気付いていない視点

を提示したりするなど、学びに必要な指導の在り方を追求し、必要な学習環境を積極的に設定していくこと

が大切である。それらの学習が展開される中で、着実な習得を促す学習が展開され、主体的・能動的な活用・

探究の学習を展開することができると考えられる。 

 

（４）㋓に関しては、「合理的な配慮に基づき障害の有無に関わらず」（体育編Ｐ１５・１６）とあり、２０

１３年（平成２５）制定・２０１６年（平成２８年）に施行された、いわゆる「障害者差別解消法」を意識

した表現が見られ、「改善の具体的事項」（体育編Ｐ７）にも「・全ての児童が、楽しく、安心して運動に取

り組むことができるようにし、その結果として体力の向上につながる指導等の在り方について改善を図る。

その際、特に、運動が苦手な児童や運動に意欲的でない児童への指導等の在り方について配慮する。」とある。 

さらに、「各学年の目標及び内容」では、「◎運動遊びが苦手な児童への配慮の例」という項目が指導要領

に初めて登場した。 

 

（５）低学年における「鉄棒を使った運動遊び」 

 「鉄棒を使った運動遊び」については、実践当時の指導要領（昭和５２年告示５５年施行）では、前述し

たように、基本の運動の中の「固定施設や器械・器具を使っての運動」（下線部は筆者）の一つであったが、

平成元年改定４年施行の指導要領では、同じく基本の運動の中の「器械・器具を使っての運動」となり、平

成１０年改定１４年施行では、基本の運動のひとつであることに変わりがないものの、「器械・器具を使って
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の運動遊び」（となった。 

平成１５年改定施行でも同じく「基本の運動」の「器械・器具を使っての運動」であったが、平成２０年

改定２３年実施そして平成２９年改定３０年施行の学習指導要領においては、基本の運動を廃し、「鉄棒を使

った運動遊び」は「器械・器具を使った運動遊び」の領域の一つに位置付けられた。 

以上を簡単にまとめると以下のようになる。 

１９７７年・昭和５２年改定（１９８０年・昭和５５年施行）  

内容 基本の運動 固定施設や器械・器具を使っての運動 

１９８９年・平成元年改定（１９９２年・平成４年施行）  

     内容 基本の運動 器械・器具を使っての運動 

１９９８年・平成１０年改定（２００２年・平成１４年施行）  

     内容 基本の運動 器械・器具をつかっての運動遊び 

２００３年・平成１５年改定（２００３年・平成１５年施行） 

     内容 基本の運動 器械・器具をつかっての運動遊び 

２００８年・平成２０年改定（２０１１年・平成２３年施行） 

     領域 器械・器具をつかっての運動遊び 

 

（６）「Ｂ器械・器具を使っての運動あそび」の「ウ 鉄棒を使った運動あそび」の[例示]として、下記を挙

げている。（体育編Ｐ４７） 

○ふとん干しやこうもり、さる、ぶたの丸焼き 

○ツバメ 

○跳び上がりや跳び下り 

○易しい回転 

 

４ 今日的視点からの本実践の検証・評価 

（１）上記（５）「鉄棒を使った運動遊び」の視点からの検証・評価について 

「小学校学習指導要領解説 体育編」（平成１１年文部省）の「（２）内容 オ 基本の運動」では、下記

のように記されている。（同Ｐ７） 

「基本の運動」については、児童にとって楽しい「運動遊び」としての特性をより明確にするために、「仲

間との競争、いろいろな課題への取組みなど」を「楽しく行い」とするとともに、第１学年・第２学年にお

いて、従前の「・・の運動」を「・・の運動遊び」に改めることにした。（下線部原文通り） 

つまり、「器械・器具を使っての運動」は、２００８年の改定時に「器械・器具を使っての運動遊び」とな

ったのである。「運動」を「運動遊び」とすることによって、運動を「遊び」として楽しみませ、運動を子ど

もの側から捉え直そうとする姿勢が読み取れる。そして、この考えは２０１７年改定の指導要領にも引き継

がれている。 

「どうぶつのえだあそび」の実践は、「運動遊び」とされた平成１０年から実に１５年も遡るものであり、

「あそび」の着想はその先駆けであったと言えよう。 

 

（２）上記視点（２）（３）の「㋑主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」の視点からの検証・

評価について 
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 他の児童の動きを見て挑戦したり、発明した児童からの承認を得たり、与えたり、アドバイスを与えたり

する活動は、必然的に対話的にならざるを得ず、また他の児童が発明した動きを自分が挑戦したいのか、で

きそうなのか等を自ら判断し決定なければならない（自己との対話）。したがって、「課題の解決に向けて自

ら粘り強く取り組み、考察するとともに学習を振り返り、課題を修正したり新たな課題を設定したりするな

どの主体的な学び」が必然的に要求される。しかし、同時に、児童は自己判断において、取り組む“あそび”

をいくつも、何度も選択する自由が保障されているのである。 

 

（３）上記視点（４）「㋓障害のある児童などについての指導方法の工夫」および「◎運動遊びが苦手な児童

への配慮の例」の視点からの検証・評価について 

 ㋓および◎は、今までの学習指導要領にはなかった画期的な記述であると個人的に評価しているが、◎に

おいては、できない段階にいる児童をできる段階に引き上げる手立てを示しているに過ぎない（それでもな

お記述された意義は大きいが）。 

ここで指摘したいのは、「㋓障害のある児童などについての指導方法の工夫」「合理的な配慮に基づき障害

の有無に関わら」ない授業を実現するには、いわゆるユニバーサルデザインの授業が意識され、実現されな

くてはならないということである。しかし、残念ながら、◎の表記に見られるように、指導要領の記述から

は、そのようなユニバーサルデザインの授業ヴィジョンは見えてこない。 

「どうぶつのえだあそび」の実践は、「自分が取り組んでみたい」「自分ができそうな動きから挑戦してみ

たい」「もっとすごいことをしてみたい」など「全ての児童が、楽しく、安心して運動に取り組むことができ

る」（体育編Ｐ７）ことを意図し、組み立てたユニバーサルデザインを意識した授業である。 

 １９８６年当時には、「ユニバーサルデザイン」の言葉は流布しておらず、筆者も全く知らなかったが、こ

の実践の２年後に、筆者は支援学級担任（当時は、養護学級担任）になり、「障がいの有無に関わらず共に学

習する授業の創造」をめざして、全教科横断的な学習・総合的な学習を４年間にわたり、学校を挙げて実践

している。（資料６-１・２） 

 「どうぶつのえだあそび」は、今後、ユニバーサルデザインの授業、指導法として捉え、実施することが

できるのではないか。 

 

（４）上記視点（６）「ウ 鉄棒を使った運動あそび」の[例示]の視点からの検証・評価について 

指導結果の概要（１）で示したとおり、すべての児童が、単に指導要領の例示で挙げられた動きだけでは

なく、他の児童が発明した動きや自分が創った動き（前述したように結果として６８種の動き）から自分の

能力や興味をもとに、動きを選択し、楽しむことができた。即ち、一人一人の児童にとって、選択肢が増え、

主体的に取り組める条件がより満たされたといってよいであろう。 

その結果として、資料４の表に見られる個々の児童の取組みのばらつき（発明することに重点を置いてい

る児童。できることを多くしようとしている児童。両方をがんばろうとしている児童。自分ができそうなこ

とを確実にやろうとしている児童等）は、各児童が自分の意思で取り組んだことを表しているのではないだ

ろうか。 

 

（５）上記視点（３）「必要な学習環境を積極的に設定していくことが大切」の視点からの検証・評価 

 「実践の概要（３）」に示したように、移動式低鉄棒は児童に鉄棒に触れる機会を著しく増やした。移動式

低鉄棒設置に要する作業も比較的軽微で容易であったことから、その効用は大きいと思われる。 
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５ まとめ 

（１）鉄棒を使ったあそびの楽しさを 

 現在、就学前の保育所や幼稚園においては、各施設の特色を出すことに力点が置かれ、音楽や語学など、

その道の専門家が配置され、幼児の指導に当たることがしばしば見られるようになってきた。運動において

も、スポーツインストラクター等が幼児に運動を「教える」ことも珍しくなくなってきている。また、イン

ストラクターがいない保育所や幼稚園での運動会を見るにつけても、先生や保護者が必死になって、鉄棒の

「前回り」や「逆上がり」を教えている姿を目にする。 

 小学校に入学する前から、児童にとって鉄棒はあそびの道具ではなく、「鉄棒運動」の対象となり、特定の

幼児にとっては、苦しみの対象物になっていることもある。まだ、体重が比較的軽く、逆さ感覚や回転の感

覚を身に付けやすい１年生・２年生の間に、思い切り鉄棒を使ったあそびを経験させたいものである。 

 鉄棒あそびに対するこのようなイメージを払拭し、児童が楽しく取り組める指導法のひとつとして本実践

は評価できるのではないか。 

 

（２）実践が容易な指導方法を 

小学校においても、鉄棒の授業と言えば、逆上がり、足掛け上がり等々、教師が動きを示し、それらがで

きるかどうかを評価するだけの授業の様相がよく観られる。 

その理由の一つとして、体育科には「教科書」がないことが考えられる。その影響は思いのほか大きく、

多忙を極める小学校教員にとって、教科書のない体育科授業は、基本的な教材研究すら容易ではない。その

結果、教師自身が経験したことを児童にさせるといった授業になってしまうことも少なくなく、体育科の教

材研究はなかなか進まないのが現状であろう。加えて、低学年においては、１単位時間の中に２～３の教材

を組み合わせて実施することも多く、教材研究どころか今日の授業の準備すらままならないことも多々ある。 

 そのような中にあって、本実践で示した「どうぶつ・・・」等の主題を設け、児童が考えた動きを紹介し、

一覧表にする取り組みは、児童が楽しく積極的に取り組む授業となり、教師の授業準備の負担も少ない。運

動が苦手な教師にとっても、導入しやすく、児童とともに楽しめる指導法であると言えよう。 

筆者は、「どうぶつのえだあそび」の手法を用いて、「ボールを使ったあそび」や「とびばこをつかったあ

そび」でも実践している。その中で、児童の持つ発想の豊かさや奇抜さ、粘り強さに感心することもしばし

ばであった。本実践は、児童、教師にとって取り組み安く効果ある指導法となる可能性は十分あると考える。 

 

（３）ユニバーサルな授業の創出 

 ４の（３）でも述べたように、本実践は、障がいの有無に関わらず、すべての児童に開かれた授業として

の要素を持ち合わせている。それは、単に苦手な児童が取り組めるというだけではなく、高い運動能力を持

った児童にとっても、有効な指導法であると言えるであろう。 

 今後は、同様の実践をひとつでも多く学校現場で行い、個々の児童の心身の変化を具体的に記録・分析し、

その効果をさらに確かめていきたい。 
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動き

発
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前

？ ？ こ
う
も
り
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き

と
り
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ご
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ラ
ブ
ラ
コ
ブ
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ぶ
ら
ぶ
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と
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が
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さ
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が
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え
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上
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り
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さ
る
す
わ
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エ
ッ
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ゆ
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さ
る
の
こ
し
か
け
上
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さ
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ま
え
ま
わ
り

さ
る
の
力
ま
わ
り

目
ま
わ
り
ざ
る

き
ん
に
く
ま
え
ま
わ
り

発
明
者

児
童
３
２

児
童
８

児
童
１
４

児
童
３
４

児
童
１
４

児
童
２
６

児
童
３
８

児
童
２
３

児
童
３
９

児
童
３
８

児
童
１
４

児
童
３
０

児
童
１

児
童
１

児
童
２
６

児
童
１
０

児
童
１
０

児
童
３

児
童
２
２

児
童
１

児
童
１

児
童
２

児
童
１
５

児童１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童４ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１６ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１９ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２６ ○ ○ ○ ○

児童２７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童２９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３０ ○ ○ ○ ○ ○

児童３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３６ ○ ○ ○ ○

児童３７ ○ ○

児童３８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童４０ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童４１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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手
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者

児
童
１
５

児
童
７

児
童
２

児
童
１
０

児
童
３
４

児
童
２
７

児
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３

児
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１

児
童
１
０

児
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３
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２
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童
１
８

児
童
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４
１

児
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８
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児
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２
１

児
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３
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３
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１
７

児
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１
２

児
童
２
６

児
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１
０

児
童
１
７

児童１ ○ ○

児童２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童４ ○ ○ ○ ○

児童５ ○ ○

児童６ ○ ○ ○ ○

児童７ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童８ ○ ○

児童９ ○ ○ ○

児童１０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１１ ○ ○

児童１２ ○

児童１３ ○ ○ ○

児童１４ ○ ○

児童１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１６ ○ ○ ○ ○

児童１７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童１８ ○ ○ ○

児童１９

児童２０

児童２１ ○ ○

児童２２

児童２３

児童２４ ○

児童２５ ○

児童２６ ○

児童２７ ○ ○ ○

児童２８ ○ ○

児童２９ ○ ○

児童３０ ○ ○

児童３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

児童３２ ○ ○ ○

児童３３ ○ ○ ○ ○

児童３４ ○ ○ ○

児童３５ ○

児童３６

児童３７ ○

児童３８ ○

児童３９ ○ ○ ○ ○ ○

児童４０ ○

児童４１ ○ ○ ○ ○
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１
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１
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１
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１
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２
１
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童
１
８

児
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４
１
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２

児童１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 4

児童２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 44 7

児童３ ○ ○ ○ 20 5

児童４ ○ ○ ○ ○ ○ 15 1

児童５ ○ ○ ○ ○ 19 0

児童６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 0

児童７ ○ ○ ○ ○ ○ 26 5

児童８ 10 2

児童９ ○ ○ 13 0

児童１０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 6

児童１１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 2

児童１２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19 1

児童１３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 0

児童１４ ○ ○ 13 3

児童１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 30 2

児童１６ ○ ○ ○ 13 1

児童１７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 39 2

児童１８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 2

児童１９ ○ 7 0

児童２０ ○ ○ ○ ○ 17 0

児童２１ ○ ○ ○ ○ 15 5

児童２２ ○ ○ ○ 13 1

児童２３ ○ ○ 13 1

児童２４ ○ 11 0

児童２５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20 0

児童２６ ○ ○ ○ ○ 9 3

児童２７ ○ ○ 19 1

児童２８ ○ ○ ○ 12 0

児童２９ ○ 14 0

児童３０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 1

児童３１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34 2

児童３２ ○ ○ ○ ○ 20 1

児童３３ ○ ○ ○ ○ 18 1

児童３４ ○ 21 2

児童３５ ○ ○ ○ ○ ○ 20 0

児童３６ 4 0

児童３７ ○ 4 0

児童３８ ○ 9 2

児童３９ ○ ○ 22 1

児童４０ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1

児童４１ ○ ○ ○ ○ 15 3

746 68

18 2一人当たり

下り方

で
き
た
遊
び
の
数

発
明
数

総数
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発明数

できた数
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1
3

6

1
0
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1
1

1
9

1
9

2
6

5

2
6

2

1
0

1 0 0 0 1 0

児
童
２

１ 児
童
２

２児
童
１

４ 児
童
１

５ 児
童
１

６ 児
童
１

７ 児
童
１

９ 児
童
２

０児
童
９

児
童
１

０ 児
童
１

１ 児
童
１

８児
童
１

２ 児
童
１

３児
童
１

児
童
２

児
童
３

児
童
４

児
童
５

児
童
６

児
童
７

児
童
８

5

1
5

1
3

1

資料４－１
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2
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1
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2

3
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2

2
6
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1
7

0 0

2
2

3

1
4

2

1
5

1
3

1



発明数

できた数
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30

20
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1
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1
2

1
4

1
4

0 0

2

児
童
４

０ 児
童
４
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３

３ 児
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３

４ 児
童
３

５ 児
童
３

６ 児
童
３

７ 児
童
３

８児
童
２

７ 児
童
２

８ 児
童
２

９ 児
童
３

０ 児
童
３

１ 児
童
３

２児
童
２

３ 児
童
２

４

3

1
5

4 4
2

9

2
2

1
2

1 1

2

3
4

2
0 1

8

2
1

2
0

1
3 1

1

2
0

0 0

資料４－２



 

 

ぶらさがりっこ 

ブラブラコブラ 児童１４の発明（運動が不得手だが想像力に富んでいた児童） 

 

 

さかさまかめ 児童３８の発明（運動の苦手な児童３６・３７ができたあそび）

 

 

 

こうもりゆりかご 児童２３の発明（内向的で発表が得意でない児童） 

資料５-１ 



 

 

 

 

ブランコすわり 児童３９の発明（２人組での遊びを考えた） 

 

 

 

 

 

 

資料５-２ 



 

 

あがりっこ 

エックスゆびさる上がり 児童３の発明（さる上がりに持ち方の工夫を加えた） 

 

 

さるすわり上がり 児童１０の発明（反動をつけた上がり方のひとつ） 



 

 

 

 

まわりっこ 

さるの力まわり 児童１の発明（いわゆる逆上がりを、足を地面につけず、反動もつけずに

何度も行う高度な動き） 



 

 

 

 

きんにくまえまわり 児童１５の発明（脇で鉄棒を抱え込んで回転する高度な動き） 

資料５-３ 



 

 

 

 

つばめうしろまわり 児童１８の発明（伸脚の姿勢で後ろ回転する高度な動き） 

 

 

 

 

 

資料５-４ 



 

 

へびままわり 児童４１の発明（大柄で体重もあるが、それを活かした動き） 

 

 

さるのすわりまえまわり 児童７の発明 

資料５-５ 



 

 

 

 

 

おりっこ 

さるすわりまわりおり 児童２１の発明（バランスを取りながら、鉄棒を握るタイミングを

計りながら回って下りる動き） 

 

資料５-６ 



 

 

手つきローリングひこう 児童１７の発明（鉄棒の上で 180度回転し、鉄棒を持って遠くへ

飛ぶ動き）                    

 

 

 

 

資料５-７ 



 

 

ジェットひこう 児童３１の発明 

 

こうもりの木おり 児童８の発明（枝ではなく木＝鉄棒の支柱を利用した下り方） 

 

 

ローリングひこう 児童２の発明（鉄棒上で逆立ちをして下りる高度な動き） 

資料５-８ 
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